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福祉と障がいのある人を理解するための情報紙 

   ボランティアさんに支えられて                                 

        豊田市こども発達センター こどもひろばボランティア               
 

こども発達センター玄関から続く遊びの空間であるエントランスホールに「こどもひろば」があります。こ

こでは、各通園施設に通う園児の兄弟姉妹を療育中に預かる託児をボランティアさんと共に行っています。活

動日は、月曜日から金曜日までの週 5日、活動時間は午前 10時から午後 0時 30分までです。 

こどもひろばボランティアさんは、子育てを終えた主婦の方を中心に、大学生やパート勤務の方など、多く

の方々に登録をしていただいています。また、こども発達センター開所以来ボランティアに参加してくださっ

ている方もみえます。 

託児は、お預かりする子どもたちを抱っこしながら表情や顔色で健康状態を把握することから始まります。

お母さんと離れた不安から、泣き出す子どももいますが、愛情いっぱいのボランティアさんに抱きしめてもら

うとすぐに泣き止む子もいます。ボランティアさんが子どもたちの気持ちに寄り添い、やさしくかかわってく

ださることで、次第に自分から遊び始めるようになります。自由遊びの相手、おむつ替え、衣服替えや調節、

水分補給、ミルクやおやつ、眠くなってくる子どもたちのお昼寝の準備など様々な世話をしていただいていま

す。そしてお母さん方が迎えにみえた時には、「こどもひろば」での子どもたちの様子を丁寧に話してくださ

います。それを聞くお母さんたちの表情はとても嬉しそうです。 

やさしいボランティアさんの皆様方は、子どもたちや保護者の方々にとっても、こども発達センターにとっ

てもかけがえのない存在となっています。 
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◆活動場所  豊田市こども発達センター内 こどもひろば  

       （豊田市西山町２丁目１９番地） 

◆活動日時  毎週月曜日～金曜日の午前１０時から午後０時３０分 

＊月に１回でも構いません。 

◆活動内容  療育を受けている子どもの兄弟姉妹の託児 

◆お問合せ  豊田市こども発達センター 海
エ

老子
ビ コ

（なのはな施設長）  

電話  0565－32－8983      

ＦＡＸ 0565－32－8987 

 

「こどもひろば」託児ボランティア募集！！ かわいい笑顔に囲まれながら、穏やかな時間をすごしませんか        

 

平成２７年度 豊田市福祉事業団総括事業報告                                       

平成２７年度 貸借対照表  平成２８年３月３１日現在                      （単位：円）  

 資産の部 負債の部 

科目 金額 科目 金額 

流動資産 

 

 

２３０，６８５，４７８ 

流動負債  

２５２，５３５，２６５ 

固定資産 

 

 

２２４，８８７，３６５ 

固定負債 

 

 

２０７，２０１，６６１ 

  負債の合計  

４５９，７３６，９２６ 

純資産の部 

基本金  

１０，０００，０００ 

その他の 

積立金 

 

５，５００，０００ 

次期繰越活動 

増減差額 

 

△１９，６６４，０８３ 

純資産の部 

合計 

 

△４，１６４，０８３ 

資産の部 

合計 

 

４５５，５７２，８４３ 

負債及び純資産の部 

合計 

 

４５５，５７２，８４３ 

成人部門においては、重度障がい者支援研修会の企画開催をはじめ専門的な相談への対応、事業所等支援

の充実に努めました。また、職場実習の実施や職場開拓、重度障がい者への重度化高齢化対策など、成人４

施設の連携強化につとめました。 

事業団全体では、今後１０年を見据えた長期計画として、事業団推進計画を策定いたしました。平成２７

年度は初年度として豊田市が事業団に期待する役割の推進に努めました。 

編集発行 社会福祉法人 豊田市福祉事業団     〒４７１－００６２ 豊田市西山町２丁目１９番地 

                                    電 話 ０５６５－３２－８９８０  ＦＡＸ０５６５－３２－８９８７ 

Ｅ－ｍａｉｌ fukushijigyodan@city.toyota.aichi.jp    ホームページ http://www.fukushijigyodan.toyota.aichi.jp/ 

ノーマライゼーションの基本理

念をもとに、利用者の主体性と選択

性を尊重し自立と社会参加の充実

を目指した事業展開に努めました。 

児童部門においては、こども発達セ

ンターが、発達に支援が必要な子ど

もとご家族にとって「オアシス」で

あれたらとの初心を大切にして、引

き続き地域への専門的支援を推進

し、保育・教育・医療機関との連携

強化を図りました。入園児に対して

は、発達評価項目をまとめ発達段階

を客観的に捉えることにより進路

支援の充実に努めました。また、こ

ども発達センターは２０周年を迎

え記念式典や記念誌の発行等これ

までの歩みを振り返るとともに今

後の豊田市における障がい児福祉

について公開セミナーを開催しま

した。 
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